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公益社団法人 青梅法人会 
税 と 経 営 と 地 域 の 情 報 誌 こ だ ま
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GO NISHITAMA

第12回通常総会

会長就任あいさつ 菊池一夫

第26期 本会役員紹介

勇退役員一覧/三部会合同事業案内

令和5年7月定期異動 青梅税務署幹部紹介

税のコラム 税と暮らしを考えよう
～「インボイス制度について」その5～
ZOOM UP 

人 -ひと-   Ramen FeeL 店主 渡邊 大介さん

健康にアプローチ

西多摩の伝統を訪ねて

活動予定/新入会員のご紹介/編集後記

地元のおすすめ飲食店　そば処花がき（あきる野市）

日本体育大学 トライアスロン部　島﨑茉央さん

～大学が西多摩でビジネス人材を育成 ～

青梅法人会活動レポート

健康の大切さ-なぜ大切なのか



2   KODAMA 　 

　また、高校生まではスプリントといってオリンピックディ
スタンス (スイム1.5km、バイク40km、ラン10km) の
半分の距離で競います。距離が伸びると当然肉体的
にはきつくなるのですが、ずっと水泳を習っていて肺活
量が多いので、いい結果が出ているのかもしれません。

Q: 選手としての目標と将来の夢は？
島﨑さん : 日本選手権と国体に出たいです。今年の
予選会では体調を崩してリタイアしてしまったので、来
年こそは本選に出ていい成績を残したいです。今年は、
９月のインカレ（日本学生トライアスロン選手権）で３位
以内を目標に頑張ります。
　将来は、大学で体育学科を専攻しているので教員
免許は取りたいですが、教員にはならずにスポーツに
関わる仕事がしたいです。トライアスロンは生涯スポー
ツとして続けていきたいですが、アスリートとしていつま
で続けられるのかは考えていないので、まずは、大学
でできることをやり切りたいです。

Q: 普段はどのように過ごされていますか？
島﨑さん :日体大は世田谷と健志台 ( 横浜 ) にキャン
パスがあり、世田谷の学生寮に住んでいます。1 年生
の授業は健志台が多いのですが、部活は世田谷なの
で往復しています。食事は寮で出るので助かっていま
すが洗濯を自分でしなければいけないのが大変ですね。
　授業と部活でプライベートの時間はあまりとれないで
すが、オフの日や空いた時間には、一人暮らしをして
いる友人の家へ遊びに行ったり、二子玉川などで買い
物をしたりして楽しんでいます。

Q: 地元の瑞穂町についての思いを
　聞かせてください。
島﨑さん : 瑞穂は自然が多いので走りやすいし、山も
あるので自転車のトレーニングにも最適です。住環境も
いいので、来年は寮を出て、瑞穂に戻って大学まで
通おうかと考えています。
　東京五輪のときは、瑞穂ビューパーク競技場での聖

火点灯セレモ
ニーで最終ラン
ナーを務めさせ
てもらい、五輪
に関わることが
できてうれし
かったです。選
手としてのモチ
ベーションも上
がりました。

Q: トライアスロンをはじめたきっかけは？
島﨑さん :３歳のころからスポーツクラブの水泳教室に
通っており、そのスポーツクラブの中にトライアスロンをし
ている人がいました。小３のときに、友人がアクアスロ
ン ( スイム、ランのみ ) の大会に出ると聞き、父の勧め
もあって初めて出場しました。その大会で３位に入り、
それからトライアスロンの大会にも出るようになりました。
　当時は父が申し込んでくれているから出場していると
いう感覚でしたが、中３のときに「日本 U15トライアス
ロン選手権」( 岐阜県 )でいい成績が残せて、それか
らは自分自身もトライアスロンを続けたいなと思うようにな

りました。

Q: トライアスロンの魅力は？
島﨑さん :ゴールをしたときの達成感です。私はスイム
である程度の位置につけて、バイクでポジションを上げ
ていって、ランで抜いていくスタイルなのですが、前に
いる選手を抜くのが楽しいです。
　また、地方でも大会が開催されているので、いろい
ろな地方に行ったり、他の地域の人たちとつながったり
できるのも魅力です。宮崎県の大会に出場したときは、
自然が本当にきれいで感動しました。結果もよかったの
で、思い出に残っています。

Q: 大学生になり成績が向上していますが、
　その理由は？
島﨑さん : これまではスイムとランを中心に練習してい
ましたが、大学ではバイクの練習も本格的にはじめまし
た。元々バイクが苦手だったので、バイクのパフォーマ
ンス向上が好成績につながっていると思います。

過酷なレースに挑む楽しさ

さん

　瑞穂町出身のトライアスロン選手の島﨑茉央さ
ん。小学校３年生の時にトライアスロンに出会い、中
高と競技を続け、今年から日本体育大学のトライア
スロン部で汗を流す日々を過ごしています。
　2022年７月「全国高等学校トライアスロン選手
権」(栃木県)で６位入賞、同10月「日本エイジグルー
プ・トライアスロン・ナショナルチャンピオンシップ」
（宮崎県）で３位入賞するなど活躍し、22年日本トラ
イアスロン連合の年代別（18-19歳女子の部）年間
チャンピオンになりました。大学入学後は、今年6月
の「東日本学生トライアスロン選手権」(栃木県)での
優勝を皮切りに、8月の「ワールドトライアスロンカッ
プヨンド大会」（韓国）でも優勝するなどますます活
躍されています。競技をはじめたきっかけや選手とし
ての目標、将来の夢、地元瑞穂に対する思いなどを
伺いました。

日本体育大学 トライアスロン部

島 﨑  茉 央
Mao  Shimazaki

2023 年 2 月  伊豆ベロドローム練習

2022 年 5 月ワールドトライアスロンシリーズ横浜大会

2022.10 宮崎チャンピオンシップ
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令
和
５
年
　
第
12
回
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
10
代
会

長
に
選
任
さ
れ
た
菊
池
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
４
期
８
年
間
に
わ
た
り
昨
今
ま
で
の
厳
し
い
環
境
を
含
め
、

卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、 

青
梅
法
人
会
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
加
藤
和
夫
前
会
長
に
は
心
か
ら
の

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
後
任
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
歴
代
会
長
は
じ
め
諸
先
輩
方
の

築
い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
あ
る
青
梅
法
人
会
を
、
よ
り
一
層
発
展

さ
せ
る
べ
く
誠
心
誠
意
研
鑽
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
役
員
は
じ
め
会
員
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、 

青
梅
税
務
署
は
じ
め

関
係
団
体
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
年
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
総
会
の
決

議
に
基
づ
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
が
、
当
面
の
課
題

は 「
激
変
す
る
社
会
環
境
へ
の
対
応
」
と
「
会
員
増
強
」 

で
す
。

　
国
民
負
担
率
も
上
昇
を
続
け
、
今
で
は
様
々
な
形
で
、
国
民

が
収
入
の
約
半
分
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
国
の
借
金
は
増
え
続
け
、
国
の
財
政
の
硬
直
化
が
続
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
コ
ス
ト
が
上
昇
し
、
生
活
者
に
と
っ

て
も
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
、
難
し
い
舵
取
り
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、国
で
は「
女
性
版
骨
太
の
方
針
2
0
2
3（
女

性
活
躍
・
男
女
共
同
参
画
の
重
点
方
針
2 

0 

2 

3
）」
も
掲
げ
ら

れ
、
多
様
性
が
重
視
さ
れ
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
環
境
を
見
据
え
て
、
法
人
会
と
し
て
、
創
始
の
精

神
に
立
ち
返
り
、ま
た
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、「
税

制
改
正
の
提
言
」
に
合
わ
せ
て
、「
会
員
増
強
」
を
進
め
る
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
税
制
改
正
や
各
種
社
会
保
険

料
等
の
負
担
軽
減
に
賛
同
さ
れ
る
、
多
く
の
事
業
者
の
皆
様
の

力
を
得
な
が
ら
、
多
様
性
に
基
づ
い
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
員
交

流
の
機
会
を
設
け
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
事
業
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
青
梅
法
人
会
も
平
成
24
年
に
公
益
社
団
法
人
と
し
て
認
定
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
も
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
監
査
上
の
指
摘
事

項
が
あ
れ
ば
、
真
摯
に
見
直
し
を
図
り
、
環
境
の
変
化
に
も
対

応
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
皆
様
と
共
に
、
そ
う
い
う
姿

勢
で
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
つ
つ
あ
る

な
か
で
す
が
、
基
準
が
下
が
り
報
道
が
減
っ
た
だ
け
で
、
ま
だ

ま
だ
続
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
情
勢
も
、
不
確

実
だ
し
、
明
日
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
時
代
で
も
あ
り
ま

す
。

　
我
々
の
住
む
西
多
摩
エ
リ
ア
は
、
今
で
も
40
万
人
足
ら
ず
の

人
口
を
有
し
て
い
ま
す
。
広
い
面
積
を
有
す
る
エ
リ
ア
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
で
も
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
所
で
再

開
発
も
さ
れ
、
移
動
手
段
も
多
様
化
し
、
今
ま
で
の
文
化
に
も

変
化
が
で
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
　
こ
う
い
う
時
代
背
景

だ
か
ら
こ
そ
、
団
体
と
し
て
の
創
始
の
精
神
を
大
切
に
し
な
が

ら
も
、
良
き
新
し
い
創
造
を
試
み
る
時
で
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
一
見
、
不
可
能
に
思
え
る
こ
と
を
、
じ
っ
く
り
と
見
定
め
て
、

そ
し
て
こ
れ
ら
の
難
し
い
問
題
を
解
決
し
、
乗
り
越
え
、
更
に

突
き
抜
け
て
い
く
方
法
が
な
い
か
ど
う
か
、
共
に
考
え
て
い
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
自
ら
リ
ス
ク
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
こ
と
で
、

自
分
を
も
う
一
段
大
き
く
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
の
時
代
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
物
事
の
始
ま
り
は
小
さ
い
も
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、

沢
山
の
種
を
ま
き
、
大
き
く
育
つ
も
の
を
見
極
め
な
が
ら
邁
進

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
勇
気
を
も
っ
て
、
誠
実
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
苦
難
や
困
難
に
う
ち
当
た
っ
て
い
け
ば
、
道
は
必
ず
開

け
て
い
く
は
ず
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
更
に
よ
り
良

き
活
動
に
な
っ
て
い
く
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、 ｢

よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す
者
の

団
体
」
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
会
員
企
業
の
発
展

の
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社会は、

一人では成り立たない。

共に努力してまいりましょう。

 菊池 一夫

会長就任あいさつ

　
６
月
１
日
午
後
３
時
半
よ
り
、
青
梅
市
の
Ｓ
＆
Ｄ
た
ま
ぐ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
12
回
の
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
会
員
・
ご
来
賓
あ
わ
せ
て
79
名
の
方
々
に
ご
参
加(

委
任
状
出
席
１
４
１
１
名)

い
た
だ
き
、
全
て

の
議
案
が
提
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
本
年
は
役
員
改
選
年
に
あ
た
る
た
め
、
新
た

な
役
員
体
制
が
発
足
し
、
新
会
長
に
菊
池
一
夫
氏(

青
梅
第
二
支
部
㈱
ク
レ
ア
ン
ス
メ
ア
ー
ド)

が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
菊
池
新
会
長
は
挨
拶
の
な
か
で
、
勇
退
さ
れ
る
役
員
へ
の
感
謝
と
新
体
制
で
臨
む
事
業
年
度
へ
の

決
意
を
述
べ
、
今
後
の
法
人
会
活
動
へ
の
展
望
を
語
り
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
感
染
症
対
策
の
た
め
、
自
粛
さ
れ
て
き
た
記
念
祝
賀
会
も
開
催
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
の
参

加
者
相
互
の
交
流
に
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

第
十
二
回
通
常
総
会

▲青梅税務署長青木裕貴様 ▲加藤前会長

▲加藤前会長(左)と菊池新会長(右)

▲新三役のみなさん

公益社団法人青梅法人会　会長

4   KODAMA 　 



　
令
和
５
年
　
第
12
回
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
10
代
会

長
に
選
任
さ
れ
た
菊
池
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
４
期
８
年
間
に
わ
た
り
昨
今
ま
で
の
厳
し
い
環
境
を
含
め
、

卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、 

青
梅
法
人
会
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
加
藤
和
夫
前
会
長
に
は
心
か
ら
の

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
後
任
と
い
た
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ま
し
て
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、
歴
代
会
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じ
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諸
先
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築
い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
あ
る
青
梅
法
人
会
を
、
よ
り
一
層
発
展

さ
せ
る
べ
く
誠
心
誠
意
研
鑽
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
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、
役
員
は
じ
め
会
員
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
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青
梅
税
務
署
は
じ
め

関
係
団
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皆
様
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の
ご
支
援
ご
協
力
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重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
年
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事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
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つ
き
ま
し
て
は
総
会
の
決

議
に
基
づ
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
が
、
当
面
の
課
題

は 「
激
変
す
る
社
会
環
境
へ
の
対
応
」
と
「
会
員
増
強
」 

で
す
。

　
国
民
負
担
率
も
上
昇
を
続
け
、
今
で
は
様
々
な
形
で
、
国
民

が
収
入
の
約
半
分
を
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担
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こ
と
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な
っ
て
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ま
す
。
そ
れ
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国
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借
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増
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続
け
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国
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す
。
ま
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あ
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ゆ
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コ
ス
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取
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っ
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。
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女
性
版
骨
太
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方
針
2
0
2
3（
女

性
活
躍
・
男
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共
同
参
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の
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方
針
2 

0 

2 

3
）」
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掲
げ
ら

れ
、
多
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も
あ
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。
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え
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法
人
会
と
し
て
、
創
始
の
精
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返
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税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
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し
て
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税
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献
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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っ
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、
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必
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で
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の
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に
よ
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よ
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。
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の
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に
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と
思
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。
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１
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後
３
時
半
よ
り
、
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ま
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に
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て
第
12
回
の
通
常
総
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ま
し
た
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当
日
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員
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来
賓
あ
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て
79
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の
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に
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席
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だ
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全
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承
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・
可
決
さ
れ
ま
し
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か
で
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は
役
員
改
選
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に
あ
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る
た
め
、
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が
発
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会
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一
夫
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第
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支
部
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れ

ま
し
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池
新
会
長
は
挨
拶
の
な
か
で
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退
さ
れ
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役
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へ
の
感
謝
と
新
体
制
で
臨
む
事
業
年
度
へ
の

決
意
を
述
べ
、
今
後
の
法
人
会
活
動
へ
の
展
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を
語
り
ま
し
た
。

　
総
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終
了
後
に
は
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の
た
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粛
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て
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記
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催
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れ
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久
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相
互
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盛
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を
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ま
し
た
。

第
十
二
回
通
常
総
会
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▲新三役のみなさん

公益社団法人青梅法人会　会長
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常
任
理
事

支
部
長

部
会
長

監
事

理
事

 第 26 期 本 会 役 員 紹 介
令和５年６月

〜
令和７年５月

会　　長　　
菊池　一夫

㈱クレアンスメアード

副会長

山下  真一
武陽ガス㈱

副会長（総務担当）

清水　　大
清水燃料㈱

副会長（組織担当）

吉岡　一三
ｶｰﾄｰﾀﾙｼｮｯﾌﾟﾘｯﾌﾟｽ㈲

副会長（税制担当）

岩浪　武夫
㈲岩浪石材店

副会長（広報担当）

岩田　雅行
カネク㈱

会計

高野　真人
㈱高野保険事務所

総務委員長

瀬古　　毅
㈲瀬古本店

組織委員長

鈴木　　誠
鈴木土建㈱

組織副委員長

栗原　宏二
㈱栗原園

税制委員長

土方　正芳
㈱原美装

総務副委員長

石上憲志郎
（医） 新町クリニック

総務副委員長

橋本　　宏
㈱フクミヤ

組織副委員長

石堂　清雅
㈱和商工

組織副委員長

吉澤　清志
東京システムリサーチ㈱

組織副委員長

森田　美実
西東京農業協同組合

税制副委員長

渡邉　徹夫
㈲いずみや商店

税制副委員長

青柳　　実
㈱あおやぎ

税制副委員長

高水　正彦
㈲武双測量システム

広報副委員長

島田賢一郎
川崎鉄工㈱

広報副委員長

澤田　佳久
㈱サムライＴシャツ

公益事業副委員長 （研租）

上野　晃彦
上野不動産㈱

公益事業副委員長 （研租）

加藤　　勤
㈱桝屋

公益事業副委員長 （環エ）

小作　敏之
㈱小作造園

公益事業副委員長 （環エ）

佐藤　和義
㈱くら蔵

厚生共益事業副委員長

井上　忠男
㈱多摩組

青梅第１支部長

明神　　昇
㈱明神工芸

青梅第２支部長

田中　孝行
㈱田中染色工場

厚生共益事業副委員長

山下　敬一
武陽液化ガス㈱

厚生共益事業副委員長

内田　義明
㈱内田工務店

青梅西部支部長

福島　則行
福島産業㈱

青梅東部支部長

山下　一彦
㈲奥乃庄

青梅南部支部長

中嶋　規夫
中嶋鍍金㈱

奥多摩支部長

青木　高幸
㈲若松屋

福生支部長

露木　禎尚
㈲露木不動産

羽村東支部長

大和田正樹
㈱オオワダ

羽村西支部長

小林　貴純
㈱アサヒ

瑞穂第２支部長

田中　道治
㈱西部管材

瑞穂第１支部長

平樂　　茂
㈱三立製作所

秋川支部長

小川  浩一
㈲ニーズ

五日市支部長

峰岸　良夫
㈲マルナカ

日の出支部長

原田　　充
㈲原田建設

源泉部会長

樋口　昭久
㈱アクセルオート

女性部会長

小峰三枝子
日本ブレージング工業㈱

青年部会長

石川　芳彦
石川法律事務所

青年部会副部会長

井草　　誠
㈱アイ・シー・エス

監　　事

原島  誠治
青梅信用金庫

監　　事

石井　　勇
㈲石井商事不動産

監　　事

松村　博文
松村ダスト㈲

広報委員長

田中英一郎
㈱タマプリント

厚生共益事業委員長

酒井　　透
㈱モバイルステーション

公益事業委員長（研租）

小林　英雄
サクラソニック㈱

公益事業委員長（環担）

長塚　弘司
㈱東郊建設

副会長（厚生共益担当）

指田　　勇
多摩包装工業㈱

副会長 （研修租税担当）

坂本　保夫
㈲穂高商事

副会長（環境エンターテイメント担当）

大澤　宏之
㈲大澤工業所

 ◉不断の努力◉過去から学び、今日の
ために生き、未来に希望

◉良き経営者を目指す仲間を
　増やしていきましょう

 ◉温故知新◉法人会の中心的事業に
するように頑張ります

 ◉20 数年ぶりに犬を飼い始め
ました。家族全員メロメロです

 ◉よろしく
　お願いいたします

 ◉一期一会 
出会いを大切にして
地元に貢献する

 ◉人生楽しく！ ◉一期一会

 ◉小さくとも一流 ◉積小為大 ◉よろしく
　お願いいたします ◉初志貫徹

 ◉何事にも熱意を
もって取り組む、
楽しく

◉一生懸命 ◉事業研修、租税教育、
女性部会を担当します

◉ご縁に感謝！

◉ ：会長、副会長、常任理事の座右の銘やひとことメッセージを掲載しています
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岩浪　武夫
㈲岩浪石材店

副会長（広報担当）

岩田　雅行
カネク㈱

会計

高野　真人
㈱高野保険事務所

総務委員長

瀬古　　毅
㈲瀬古本店

組織委員長

鈴木　　誠
鈴木土建㈱

組織副委員長

栗原　宏二
㈱栗原園

税制委員長

土方　正芳
㈱原美装

総務副委員長

石上憲志郎
（医） 新町クリニック

総務副委員長

橋本　　宏
㈱フクミヤ

組織副委員長

石堂　清雅
㈱和商工

組織副委員長

吉澤　清志
東京システムリサーチ㈱

組織副委員長

森田　美実
西東京農業協同組合

税制副委員長

渡邉　徹夫
㈲いずみや商店

税制副委員長

青柳　　実
㈱あおやぎ

税制副委員長

高水　正彦
㈲武双測量システム

広報副委員長

島田賢一郎
川崎鉄工㈱

広報副委員長

澤田　佳久
㈱サムライＴシャツ

公益事業副委員長 （研租）

上野　晃彦
上野不動産㈱

公益事業副委員長 （研租）

加藤　　勤
㈱桝屋

公益事業副委員長 （環エ）

小作　敏之
㈱小作造園

公益事業副委員長 （環エ）

佐藤　和義
㈱くら蔵

厚生共益事業副委員長

井上　忠男
㈱多摩組

青梅第１支部長

明神　　昇
㈱明神工芸

青梅第２支部長

田中　孝行
㈱田中染色工場

厚生共益事業副委員長

山下　敬一
武陽液化ガス㈱

厚生共益事業副委員長

内田　義明
㈱内田工務店

青梅西部支部長

福島　則行
福島産業㈱

青梅東部支部長

山下　一彦
㈲奥乃庄

青梅南部支部長

中嶋　規夫
中嶋鍍金㈱

奥多摩支部長

青木　高幸
㈲若松屋

福生支部長

露木　禎尚
㈲露木不動産

羽村東支部長

大和田正樹
㈱オオワダ

羽村西支部長

小林　貴純
㈱アサヒ

瑞穂第２支部長

田中　道治
㈱西部管材

瑞穂第１支部長

平樂　　茂
㈱三立製作所

秋川支部長

小川  浩一
㈲ニーズ

五日市支部長

峰岸　良夫
㈲マルナカ

日の出支部長

原田　　充
㈲原田建設

源泉部会長

樋口　昭久
㈱アクセルオート

女性部会長

小峰三枝子
日本ブレージング工業㈱

青年部会長

石川　芳彦
石川法律事務所

青年部会副部会長

井草　　誠
㈱アイ・シー・エス

監　　事

原島  誠治
青梅信用金庫

監　　事

石井　　勇
㈲石井商事不動産

監　　事

松村　博文
松村ダスト㈲

広報委員長

田中英一郎
㈱タマプリント

厚生共益事業委員長

酒井　　透
㈱モバイルステーション

公益事業委員長（研租）

小林　英雄
サクラソニック㈱

公益事業委員長（環担）

長塚　弘司
㈱東郊建設

副会長（厚生共益担当）

指田　　勇
多摩包装工業㈱

副会長 （研修租税担当）

坂本　保夫
㈲穂高商事

副会長（環境エンターテイメント担当）

大澤　宏之
㈲大澤工業所

 ◉不断の努力◉過去から学び、今日の
ために生き、未来に希望

◉良き経営者を目指す仲間を
　増やしていきましょう

 ◉温故知新◉法人会の中心的事業に
するように頑張ります

 ◉20 数年ぶりに犬を飼い始め
ました。家族全員メロメロです

 ◉よろしく
　お願いいたします

 ◉一期一会 
出会いを大切にして
地元に貢献する

 ◉人生楽しく！ ◉一期一会

 ◉小さくとも一流 ◉積小為大 ◉よろしく
　お願いいたします ◉初志貫徹

 ◉何事にも熱意を
もって取り組む、
楽しく

◉一生懸命 ◉事業研修、租税教育、
女性部会を担当します

◉ご縁に感謝！

◉ ：会長、副会長、常任理事の座右の銘やひとことメッセージを掲載しています

KODAMA7  
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　氏　名　　　　 　法　人　名 　　　　　　　　　　　　　就　　　任　　　期  　　　　　　　　　　　　　　通　算 

加 藤   和 夫 様 ㈱ホンダ東京西 　　　１２期部会長理事／１４～１６期支部長理事／１７～１８期理事／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９～２１期副会長／２２～２５期会長  　　　　　　　　　　　　　　２６年

藤 谷   弘 司 様 藤谷産業㈱ 　　　１５期部会長理事／１６～１８期支部長理事／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９～２１期常任理事／２２～２５期副会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２年

松 永   重 徳 様 西東京農業協同組合     　　２０～２１期理事／２２期常任理事／２３～２５期副会長　　　　　　　　　　　　１２年

田 邊   厚 雄 様 田邊造園土木㈱ 　　　１６～１７期理事／１８～２０期支部長理事／ 21 期理事／２２～25 期常任理事 　２０年

新 井   一 寿 様 新井設計㈱ 　　　１９～２１期理事／２２～２３期支部長理事／ 24 期理事／ 25 期常任理事 　１４年

吉澤 美知雄 様 ㈲吉沢自動車 　　　２２～２３期支部長理事／２４期理事／ 25 期常任理事  　　　　　　８年 

奈良野     剛 様 ㈱丸芝製作所 　　　２１～２３期支部長理事／ 24 期～25 期理事  　　　　　　　　　　１０年

塩 野   謙 二 様 青梅信用金庫 　　　２4～２5 期監事  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年 

１２期：Ｈ１９～２０　　　１３期：Ｈ２１～２２          　   １４期：Ｈ１７～１８　　　１５期：Ｈ１９～２０　　　　
１６期：Ｈ２１～２２             １７期：Ｈ１７～１８　　　　１８期：Ｈ１９～２０　　　１９期：Ｈ２１～２２             
２０期：Ｈ２３～２４　　　２１期：Ｈ２５～２６　　　　２２期：Ｈ２７～２８             ２３期：Ｈ２９～３０
２４期：Ｈ３1～R０２           ２５期：Ｒ０３～０４　　

　■ 本会理事

長年にわたり会の繁栄にご尽力いただきありがとうございました

勇退役員一覧
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①前任地　②出身地　③趣味　④モットー

令和 5 年 7 月
定期異動 

青梅税務署
幹部紹介

①局・調査第三部調査 36 部門・
　統括官
②東京都
③スポーツ観戦、音楽鑑賞
④継続は力なり

署長

鈴木　俊次

①留任
②宮城県
③奥多摩登山、水泳
④泣いても１日、笑っても１日

総務担当副署長

笠原　伸哉

①庁・相互協議室・企画専門官
②島根県　
③旅行、ペット（犬）
④初心忘るべからず

法人担当副署長

川上　真永

① 留任② 東京都
③ 韓国語・ドローン
④ 楽しい人には草も花
　　　　いじけた人には花も草

特別国税調査官　

山本　聡資

①八王子署・資産１・統括官
②千葉県
③子供とサッカー
④死ななければかすりキズ

総務課長　

齊藤 俊之介

①渋谷署・法人６・統括官
②福島県　
③海釣り
④健康第一・持ちつ持たれつ

第１部門統括官　

樋田　純一

①留任
②東京都
③スポーツ観戦
④臨機応変

第２部門統括官　

山野井　孝

①局・査察部 11 部門・主査
②長野県　
③フルート
④やってみよう。
　　やらなきゃ分からない。

第３部門統括官　

小山　隆宏

① 局　調査第二部調査 14 部門　
　主査
② 北海道 
③娘とライブ参戦・読書
④最後までやり抜く

第４部門統括官　

吉武　貴子

①相模原署・
　特別国税徴収官・上席徴収官
②千葉県
③スニーカー収集
④何事も楽しむ

総務課長補佐　

佐久間 貢司

① 渋谷署・法人１・調査官
② 兵庫県
③ 筋トレ・トレッキング
④とにかく全力でやってみる

第１部門審理調査官　

中本　十郎

すずき　　しゅんじ

さいとう　しゅんのすけ

よしたけ 　たかこ さくま　     こうじ なかもと　じゅうろう

といた　じゅんいち やまのい　    たかし

こやま　　たかひろ

かさはら　  しんや かわかみ　まさのり

やまもと　 さとし



青梅法人会

活動レポート

4.25 より本年度事業開始 _ 青年部会租税教室

5.23 青年部会 _ ボウリング大会5.23 源泉部会・青年部会合同 _ 交流ゴルフ大会5.10 青年部会 _ 青梅税務署表敬訪問

6.24 青年部会 _ 献血協力6.22 瑞穂第一・第二合同 _ ゴルフ大会6.11 青梅第一・西部合同 _ 献血協力

7.11 新旧理事歓送迎会7.3 女性部会 _ 役員会6.29 環境エンタメ委員会 _ 下草刈り

8.24 羽村東西支部 _ ゴルフコンペ7.24 東法連青連協 _ ボウリング大会7.13 羽村東西支部 _ 役員会

2023 年 4 月 - 8 月
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税理士 久保田先生の
税 の コ ラ ム

（具体的事例）「インボイス制度について」 5その

15. 税額の計算方法

　適格簡易請求書の場合で税率ごとの消費税額等の記載がない場合は積上げ計算を行うことができません。積
上げ計算を行うには税率ごとの消費税額の記載を行う必要があります。

　消費税額の計算方法は、売上税額については、原則としては現状の
計算方法と変わりませんが、現行の割戻し計算の例外として、相手方
に交付した適格請求書又は適格簡易請求書に記載した消費税額等の
合計額に100分の78（国税分）を掛けて算出した金額を売上税額と
する積上げ方式とすることができます。
　仕入税額は、原則が適格請求書に記載された消費税額の合計額に
100分の78（国税分）を掛けて算出した金額を仕入税額とする積上
げ方式になり、例外として、課税仕入れの都度、課税仕入れに係る支
払対価の額に110分の10（軽減税率の対象となる場合は108分の
8）を乗じて算出した金額（１円未満の端数が生じたときは、端数を切
捨て又は四捨五入します。）を仮払消費税額等などとし、帳簿に記載

（計上）している場合は、その金額の合計額に100分の78を掛けて
算出する方法も認められ、現行の割戻し計算も認められます。
　なお、売上税額を積上げ計算した場合、仕入税額も積上げ計算しな
ければなりません。また、売上税額の計算は、取引先ごとに割戻し計
算と積上げ計算を分けて適用するなど併用することも認められます。

①基準期間の課税売上高が１千万円を超える課税期間
②特定期間における課税売上高による納税義務の免除の特例により事業者免税点制度の適用が制限される課
税期間
③相続・合併・分割があった場合の納税義務の免除の特例により事業者免税点制度の適用が制限される課税期間
④新設法人・特定新規設立法人の納税義務の免除の特例により事業者免税点制度の適用が制限される課税期間
⑤消費税課税事業者選択届出書を提出して課税事業者となった後2年以内に本則課税で調整対象固定資産の
仕入れ等を行った場合において、消費税課税事業者選択不適用届出書の提出ができないことにより事業者免税
点制度の適用が制限される課税期間
⑥新設法人及び特定新規設立法人の特例の適用を受けた課税期間中に、本則課税で調整対象固定資産の仕入
れ等を行ったことにより事業者免税点制度の適用が制限される課税期間
⑦本則課税で高額特定資産の仕入れ等を行った場合（棚卸資産の調整の適用を受けた場合）において事業者免
税点制度の適用が制限される課税期間
⑧課税期間の特例の適用を受ける課税期間

16. 適格簡易請求書の場合で税率ごとの消費税額の記載がない場合の売上税額の計算方法

　適格簡易請求書の場合で税率ごとの消費税額等の記載がない場合、税込金額の場合は、その金額に110分の
10（軽減税率の対象となる場合は108分の8）を掛けて消費税額等を算出し、また、税抜金額の場合は、その金
額に100分の10（軽減税率の対象となる場合は100分の8）を掛けて消費税額等を算出し、その金額を基礎と
して、仕入税額の積上 げ計算を行うことができます。

17. 適格簡易請求書の場合で税率ごとの消費税額の記載がない場合の仕入税額の計算方法

　小規模事業者に係る税額控除に関する経過措置とは、適格請求書発行事業者の令和5年10月１日から令和8
年9月30日までの日の属する各課税期間において、免税事業者が適格請求書発行事業者となる場合に、納付税
額の計算において控除する金額を、その課税期間における課税標準である金額の合計額に対する消費税額から
売上げに係る対価の返還等の金額に係る消費税額の合計額を控除した残額に8割を乗じた額とすることができ
るものですが、以下の課税期間については、２割特例の適用を受けることはできません。

18. 小規模事業者に係る税額控除に関する経過措置（２割特例）

久保田昌章税理士事務所　税理士 久保田昌章

仕入税額は
「積上げ計算」

のみ適用可

仕入税額は
いずれか
選択可

売上税額

割戻し計算
（原則）

積上げ計算
（特例）

仕入税額

積上げ計算
（原則）

割戻し計算
（特例）

適格請求書発行事業者のみ

取引先A
割戻し計算

取引先B
積上げ計算

併用可
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こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
同
村
の
住
民
代
表
と
し
て
数
年
間

関
わ
っ
た
小
林
和
宏
さ
ん
は「
オ
ン
ラ

イ
ン
を
中
心
に
講
義
に
参
加
。そ
の
後

は
原
料
を
扱
う
業
者
な
ど
情
報
を
提

供
し
ま
し
た
。周
囲
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
の
で
は
な
く
、学
生
主
体
で
展
開
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。コ
ロ

ナ
が
明
け
た
今
後
は
、村
民
と
学
生
が

自
由
に
集
ま
れ
る
場
が
あ
る
と
い
い
で

す
ね
」と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

柚
木
准
教
授
は「
学
生
た
ち
の
多
く

は
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
商
品
開
発
す

れ
ば
良
い
と
の
認
識
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。し
か
し
、講
義
を
通
じ
て
、本
当

の
問
題
は一次
産
品
の
生
産
者
や
販
売

継
続
の
人
材
を
ど
う
す
る
か
で
あ
る

こ
と
、商
品
開
発
の
後
、事
業
を
持
続

可
能
に
す
る
過
程
が
本
当
に
大
変
で

あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
」と
講
義

を
通
じ
た
学
生
の
変
化
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。「
一方
で
人
手
不
足
は
本
質

的
な
問
題
で
、学
生
が
村
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
自
体
に
、村
への
貢
献
と
い
う

点
で
も
、学
生
た
ち
の
学
び
と
い
う
点

で
も
価
値
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
生
が
卒
業
し
た
ら
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
な
く
な
る
の
で
は
な
く
、継
続
し

て
、持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
ま
で

行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」と
今

後
の
可
能
性
も
語
って
く
れ
ま
し
た
。

　
檜
原
村
内
の
土
産
物
店
な
ど
で

2
0
2
2
年
11
月
か
ら
、同
村
産
の
ル

バ
ー
ブ
を
使
っ
た
地
サ
イ
ダ
ー「
ひ
の
は

ら
ル
バ
ー
ブ
サ
イ
ダ
ー
」が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
、中
央
大
学
商
学
部
の

「
ソ
ー
シ
ャ
ル・ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ・プ
ロ
グ
ラ
ム（
S
E
P
、柚
木
理
雄

特
任
准
教
授
）」に
参
加
し
た
学
生
と

村
の
協
力
者
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の

で
す
。

　
柚
木
准
教
授
は「
S
E
P
は
、学
生

が
自
分
た
ち
で
問
題
を
見
つ
け
、そ
れ

に
対
す
る
明
確
な
答
え
が
な
い
中
で
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
進
ん
で
い
き
ま
す
。

問
題
を
自
ら
発
見
す
る
こ
と
、そ
し
て

答
え
の
な
い
問
題
の
解
決
策
を
考
え
る

　
多
摩
大
学
は
2
0
1
9
年
に
、産

（
企
業
）、官（
行
政
）、学（
他
大
学
や

中
高
）、民（
市
民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
）と
連
携

し
、地
域
や
産
業
界
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
窓
口
と
橋
渡
し
、情
報
発
信

を
担
う「
産
官
学
民
連
携
セ
ン
タ
ー
」

を
設
立
。同
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を

務
め
る
松
本
祐
一
教
授
の
ゼ
ミ
は
、

2
0
1
6
年
か
ら
奥
多
摩
町
の
活
性

化
を
テ
ー
マ
に
、町
の
特
産
品「
治
助

芋
」の
栽
培
、奥
多
摩
ガ
チ
ャ
ポ
ン
の
開

発・販
売
、地
域
交
流
な
ど
、町
に
何
度

も
足
を
運
び
な
が
ら
経
験
と
知
見
を

積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
に
同
ゼ
ミ
に
設
置
し

た
ス
ー
パ
ー
事
業
部（
現・拠
点
運
営
事

業
部
）は
、同
町
に
買
い
物
と
交
流
の

場
を
作
り
た
い
と
の
思
い

か
ら
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

空
き
物
件
探
し
か
ら
始

ま
り
、特
産
品
で
あ
る
ワ

サ
ビ
を
使
っ
た
商
品
開

発
な
ど
も
企
画
し
、地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る

事
業
計
画
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
同
町
も
2
9
0
万
円

の
予
算
を
同
事
業
に
対

し
て
予
算
化
し
ま
し
た
。

同
ゼ
ミ
は
今
後
、奥
多
摩

の
飲
食
店
な
ど
を
掲
載

し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
マッ
プ

の
制
作
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
奥
多
摩

わ
さ
び
の
商
品
販
売
を
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
2
0
2
2
年
に
は
町
と
大
学
が
、地

域
社
会
への
貢
献
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。松

本
教
授
に
地
域
と
の
連
携
の
カ
ギ
に
つ

い
て
聞
く
と
、「
現
場
主
義
で
あ
る
こ

と
。地
域
と
長
く
付
き
合
う
こ
と
。地

域
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
って
い
き
ま
す
。ゼ

ミ
も
世
代
交
代
し
な
が
ら
長
く
か
か

わ
る
こ
と
で
わ
か
る
こ
と
、築
け
る
こ
と

が
変
わ
っ
て
き
ま
す
」。ま
た
、「
最
後

は
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
。明
る

い
未
来
を
描
い
て
行
動
し
て
い
け
ば
少

し
ず
つ
味
方
が
増
え
て
い
き
ま
す
。社

会
人
に
な
っ
て
も
そ
ん
な
こ
と
を
意
識

し
て
ほ
し
く
て
、今
も
学
生
た
ち
と
地

域
に
出
て
い
ま
す
」と
振
り
返
り
ま

す
。

　
学
生
の
成
長
は
ど
ん
な
点
に
感
じ

ま
す
か
？
と
の
質
問
に
は「
卒
業
生
に

話
を
聞
く
と
、学
生
の
立
場
で
よ
く
あ

そ
こ
ま
で
で
き
た
な
と
、社
会
人
に

な
っ
て
初
め
て
理
解
し
た
と
言
う
こ
と

が
多
い
で
す
」と
そ
の
成
果
を
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　失
敗
を
恐
れ
ず
、じ
っ
く
り
地
域

と
か
か
わ
る
。や
り
抜
く
機
会
を
学

生
に
与
え
て
く
れ
る
試
み
は
近
い

将
来
様
々
な
実
り
と
な
っ
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。

檜
原
村
ル
バ
ー
ブ
サ
イ
ダ
ー
が
誕
生

商
品
ア
イ
デ
ア
よ
り
も

　
　
　
　
　
　
　大
切
な
こ
と

学
生
が
世
代
交
代
し
て
も
よ
り
深
く

　人口減で「将来的に自治体の存続が厳しい」といわれる西多摩の山村地域。しかし、都内の大学とこれら山村
との間から明るい話題も生まれています。注目されているのが交流・連携の協定を自治体と大学が結び、大学職
員や学生が定期的に現地を訪れ、様々な視点で調査したり、町の課題や政策を基に名物の開発や情報発信をし
たり、自治体と若い力とを計画的に結びつける活動。社会的な課題を授業のテーマとして、解決していこうとする
【檜原村・中央大学】、【奥多摩町・多摩大学】の事例を紹介します。
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▲2023年5月末に多摩大の学生、奥多摩町議、
　職員など約25人が4班に分かれて河川を清掃。
　街をきれいにしながら町民との親睦を図る目的で
　学生が企画。

▲町長らと会談を行う多摩大学のゼミ生たち：
　奥多摩にミニスーパーを作りたい！
　多摩大学松本ゼミの学生と職員、自治会関係者が参加。

▲中央大生が開発した「ひのは
　らルバーブサイダー」（左）
　ゆずワインチョコレート
　「泣きむしゆずぼん」（右）

～自治体と事業開発するプログラムが各地で進行中！～

大学が西多摩で
ビジネス人材を育成

ゆ
の
き
　
み
ち
お

中央大学・多摩大学

▲集合写真2枚
　 2023年6月（檜原村にて）　
　現地調査の後で参加者が集合

▲奥多摩町と多摩大学の連携に関する協定締結式

奥多摩町
×

多摩大学

檜原村
×

中央大学

ズームアップでは西多摩での
さまざまな出来事や地域の活性化、
新しい取り組みを、人や団体、企業
などに注目して紹介しています。
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と
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意
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考
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い
ま
す
」
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ま
す
。
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ン
ラ

イ
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情
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れ
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あ
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。
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献
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い
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。
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後
の
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も
語
って
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れ
ま
し
た
。
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内
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ど
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地
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ダ
ー「
ひ
の
は

ら
ル
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イ
ダ
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販
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れ
ま

し
た
。こ
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は
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央
大
学
商
学
部
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レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ・プ
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S
E
P
、柚
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雄

特
任
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授
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加
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た
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と
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の
協
力
者
に
よ
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も
の

で
す
。

　
柚
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准
教
授
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S
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P
は
、学
生

が
自
分
た
ち
で
問
題
を
見
つ
け
、そ
れ

に
対
す
る
明
確
な
答
え
が
な
い
中
で
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行
錯
誤
し
な
が
ら
進
ん
で
い
き
ま
す
。
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を
自
ら
発
見
す
る
こ
と
、そ
し
て

答
え
の
な
い
問
題
の
解
決
策
を
考
え
る

　
多
摩
大
学
は
2
0
1
9
年
に
、産

（
企
業
）、官（
行
政
）、学（
他
大
学
や

中
高
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市
民
、Ｎ
Ｐ
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）と
連
携

し
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や
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界
の
課
題
を
解
決
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る
た
め
の
窓
口
と
橋
渡
し
、情
報
発
信

を
担
う「
産
官
学
民
連
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セ
ン
タ
ー
」

を
設
立
。同
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を

務
め
る
松
本
祐
一
教
授
の
ゼ
ミ
は
、

2
0
1
6
年
か
ら
奥
多
摩
町
の
活
性

化
を
テ
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マ
に
、町
の
特
産
品「
治
助

芋
」の
栽
培
、奥
多
摩
ガ
チ
ャ
ポ
ン
の
開

発・販
売
、地
域
交
流
な
ど
、町
に
何
度

も
足
を
運
び
な
が
ら
経
験
と
知
見
を

積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
に
同
ゼ
ミ
に
設
置
し

た
ス
ー
パ
ー
事
業
部（
現・拠
点
運
営
事

業
部
）は
、同
町
に
買
い
物
と
交
流
の

場
を
作
り
た
い
と
の
思
い

か
ら
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

空
き
物
件
探
し
か
ら
始

ま
り
、特
産
品
で
あ
る
ワ

サ
ビ
を
使
っ
た
商
品
開

発
な
ど
も
企
画
し
、地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る

事
業
計
画
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
同
町
も
2
9
0
万
円

の
予
算
を
同
事
業
に
対

し
て
予
算
化
し
ま
し
た
。

同
ゼ
ミ
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今
後
、奥
多
摩

の
飲
食
店
な
ど
を
掲
載

し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
マッ
プ

の
制
作
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
奥
多
摩

わ
さ
び
の
商
品
販
売
を
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
2
0
2
2
年
に
は
町
と
大
学
が
、地

域
社
会
への
貢
献
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。松

本
教
授
に
地
域
と
の
連
携
の
カ
ギ
に
つ

い
て
聞
く
と
、「
現
場
主
義
で
あ
る
こ

と
。地
域
と
長
く
付
き
合
う
こ
と
。地

域
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
って
い
き
ま
す
。ゼ

ミ
も
世
代
交
代
し
な
が
ら
長
く
か
か

わ
る
こ
と
で
わ
か
る
こ
と
、築
け
る
こ
と

が
変
わ
っ
て
き
ま
す
」。ま
た
、「
最
後

は
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
。明
る

い
未
来
を
描
い
て
行
動
し
て
い
け
ば
少

し
ず
つ
味
方
が
増
え
て
い
き
ま
す
。社

会
人
に
な
っ
て
も
そ
ん
な
こ
と
を
意
識

し
て
ほ
し
く
て
、今
も
学
生
た
ち
と
地

域
に
出
て
い
ま
す
」と
振
り
返
り
ま

す
。

　
学
生
の
成
長
は
ど
ん
な
点
に
感
じ

ま
す
か
？
と
の
質
問
に
は「
卒
業
生
に

話
を
聞
く
と
、学
生
の
立
場
で
よ
く
あ

そ
こ
ま
で
で
き
た
な
と
、社
会
人
に

な
っ
て
初
め
て
理
解
し
た
と
言
う
こ
と

が
多
い
で
す
」と
そ
の
成
果
を
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　失
敗
を
恐
れ
ず
、じ
っ
く
り
地
域

と
か
か
わ
る
。や
り
抜
く
機
会
を
学

生
に
与
え
て
く
れ
る
試
み
は
近
い

将
来
様
々
な
実
り
と
な
っ
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。

檜
原
村
ル
バ
ー
ブ
サ
イ
ダ
ー
が
誕
生

商
品
ア
イ
デ
ア
よ
り
も

　
　
　
　
　
　
　大
切
な
こ
と

学
生
が
世
代
交
代
し
て
も
よ
り
深
く

　人口減で「将来的に自治体の存続が厳しい」といわれる西多摩の山村地域。しかし、都内の大学とこれら山村
との間から明るい話題も生まれています。注目されているのが交流・連携の協定を自治体と大学が結び、大学職
員や学生が定期的に現地を訪れ、様々な視点で調査したり、町の課題や政策を基に名物の開発や情報発信をし
たり、自治体と若い力とを計画的に結びつける活動。社会的な課題を授業のテーマとして、解決していこうとする
【檜原村・中央大学】、【奥多摩町・多摩大学】の事例を紹介します。
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▲2023年5月末に多摩大の学生、奥多摩町議、
　職員など約25人が4班に分かれて河川を清掃。
　街をきれいにしながら町民との親睦を図る目的で
　学生が企画。

▲町長らと会談を行う多摩大学のゼミ生たち：
　奥多摩にミニスーパーを作りたい！
　多摩大学松本ゼミの学生と職員、自治会関係者が参加。

▲中央大生が開発した「ひのは
　らルバーブサイダー」（左）
　ゆずワインチョコレート
　「泣きむしゆずぼん」（右）

～自治体と事業開発するプログラムが各地で進行中！～

大学が西多摩で
ビジネス人材を育成

ゆ
の
き
　
み
ち
お

中央大学・多摩大学

▲集合写真2枚
　 2023年6月（檜原村にて）　
　現地調査の後で参加者が集合

▲奥多摩町と多摩大学の連携に関する協定締結式

奥多摩町
×

多摩大学

檜原村
×

中央大学

ズームアップでは西多摩での
さまざまな出来事や地域の活性化、
新しい取り組みを、人や団体、企業
などに注目して紹介しています。
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人
名店の精神受け継ぐラーメン店主の〝想い″

渡邊　大介さん
わたなべ 　     だいすけ　 　

店主

I  N F O R M A T I O N

飯田商店での修行～独立
　「米国で１番学んだことは、環境に自分が適応していく
こと」と、先輩からの厳しい指導に耐え、親方の信頼を
得ていきます。数年後には、店のことをほとんど任せても
らえるまでに。しかし、この店はどうなっていくのだろうと
いう思いも。「僕から親方に、この先のことをどう考えて
いますかと言いました。親方に意見するなんてなかった
ので驚いていましたが、それなら独立してみるか、と言っ
てもらいました」。
　店名はお義父さんに相談し、「〝FeeL″はどうだと。思
いや感じるという意味で、生産者さんの思いをラーメン
に落とし込んでお客さんに感じてもらう、というお店の理
念に合っているなと、『Ramen FeeL』に決めました」。

経営者として
　「ありがたいことに、働きたいと言ってくれる人がいる。
ただ、１店舗では限界がある」とし、「青梅で他のジャン
ルのラーメンもやってみたいと思っています。地元の人た
ちが普段使いできるお店をやりたい」と話します。「僕はラー
メンなら何でも好き。青梅にないジャンルのラーメンをや
りたい。そして、飯田商店で学んだ精神を継承していきた
い」と先を見据えます。

超一流の仕事
　青梅市梅郷でラーメン店「Ramen FeeL」を営む渡
邊さん。予約の取れない店として知られる名店「らぁ麺 
飯田商店」からの初の独立とあって開店時に話題となり、
今も連日完売が続いています。
　子どもの頃からラーメン好き。でも夢は、「海外への
憧れから、米国のマーチングドラムのチームを目指してい
た」。高校生になると、ラーメンの食べ歩きとドラムの練
習に励む日 を々過ごします。そして努力の末、米国のドラ
ムチームに合格します。
　米国でも努力を続け、世界最高峰のチーム「ミュージッ
ク・シティ・ミスティーク（MCM）」へ入団。「世界トッ
プのチームに所属できたことは、大きな成功体験。ミス
が絶対に許されず、プレッシャーもすごかった」。しかし、
年齢制限があり 23 歳で帰国。「埼玉の実家へ帰ると家

が空っぽだった。親
に連絡すると青梅
に引っ越したとのこ
とでした」。かくして、
青梅での生活がは
じまります。
　「米国で唯一思
い出すのがラーメン
でした」と、ラーメ
ン店で働きはじめ
ます。そして、飯田
商店が「大つけ麺
博」に参加すると
いう情報を得ます。

「お店の手伝いを募
集していたので連
絡した。厨房での
仕事ぶりに驚きま
した。１杯にかける
本気度に MCM と
同じ超一流を感じ
た」。ここでラーメ
ンを学びたいと、
飯田商店での修行
の道を選びます。

Ramen FeeL
〒198-0063　青梅市梅郷 4-695-1
TEL 0428-85-9382　
営業 11 時～ 15 時 ( 土日祝～ 16 時 )
定休 水曜（月２回連休あり）
※朝７時から整理券を配布

Ramen FeeL
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元気な毎日を過ごすためのポイント

新町クリニック  所長

今回の
テーマ 健康の大切さ なぜ大切なのか健康の大切さ なぜ大切なのか

神應 知道

健康
にアプローチ

　私たちは自分の畑に種を蒔き、水や肥
料、太陽の光を与えることで、種から芽
が出て実を育て、それを自分で収穫し食
べています。
　もし自分が嫌な実を食べているとした
ら、それは過去に悪い種を蒔いた結果で
す。逆に、現在が順調ならば、美味しい
実を食べているということで、それは過
去に良い種を蒔いた結果だと言えます。

　私たちの畑には、大雨や台風、嵐、日
照不足といった自然の影響や、不況や災害、パンデミックのような外部の要因が影響を与えることがあ
ります。しかしこれらは我々がコントロールできるものではありません。大切なのは、自分が蒔いた種
の種類と同じ実を収穫するということを強く意識するということです。
率直に言えば、健康は自分が過去に蒔いてきた種を育てた結果なのです。今日があなたの人生で一番若
い日です。だからこそ、今から蒔く種は良いものだけを選び、他人の畑には肥料になるものだけを蒔く
ことを心がけることが、健康への近道であり、最も早い道だと私は確信しています。

　皆さんは、こんな質問をされたことがありますか？「なぜ健康が大切なのか？」私は、その答えとして「健
康であることによって人生を楽しむことができ、他人に親切に尽くすこともできるからです」と言います。
それでは、もし「あなたにとって健康とは？」と問われたら、あなたはどのように答えますか？私は、「健
康とは病気と元気のバランスを保つこと」と考えています。言い換えれば、病気が少なく、元気が多い
状態であることが健康だと思っています。この定義によれば、病気があっても元気ならば健康と言える
ため、私はこの考え方を支持しています。
　この考え方から、私たちの人生を 100 年間、より健康的に過ごすためには、自分自身の健康をどのよ
うに管理していくかが重要だと感じます。特に、私達のお膝元である青梅市では、健康寿命日本一を目
指す長期総合計画が進行中です。私は医療法人の代表として、この目標に向かって、意識的に努力して

います。
　では、具体的にどのようなアプロー
チで健康を築いていくかを考えてみ
ましょう。スライドをご覧ください。



　西多摩の各地域で受け継がれてきた貴重な民俗芸能や文化な
どをご紹介する『西多摩の伝統を訪ねて』のコーナー。第２回は、
「青梅大祭」をはじめとする西多摩地域のお祭りをご紹介します。
コロナ禍が明けて復活した伝統ある祭礼や新しい地域の催しもの
として形を変えて開催される祭り、産業祭など、地域を盛り上げる
ための取り組みを特集します。

　
福
生
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト「
福
生
七
夕

ま
つ
り
」も
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
４
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。盛
大
に
祝

う
予
定
だ
っ
た
記
念
の
70
回
大
会
か
ら
中

止
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、今
回
の
コ

ン
セ
プ
ト
を「
復
活 

福
生
七
夕
ま
つ
り 

祝

70
回
目 

そ
し
て
新
時
代
へ
」に
。ま
た
、猛

暑
の
影
響
を
考
慮
し
て
、例
年
の
８
月
よ

り
１
か
月
早
い
７
月
に
開
催
。新
企
画
と

し
て
会
場
内
の
ゴ
ミ
拾
い
を
競
う「
ス
ポ

G
O
M
I
大
会
」も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
西
多
摩
で
は
、
秋
に
は
各
地
域
で
産
業
祭
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
青
梅
の
「
青
梅
産
業
観
光
ま
つ
り
」
は
、
10

月
〜
11
月
の
期
間
中
に
市
内
の
参
加
店
を
回
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、
特
定
日
に
物
販
コ
ー
ナ
ー

や
飲
食
店
が
並
ぶ
観
光
物
産
展
が
行
わ
れ
ま
す
。

羽
村
で
は
11
月
４
日
、
５
日
に
、
夏
祭
り
と
産

業
祭
を
統
合
し
た
新
し
い
形
の
「
は
む
ら
市
民

と
産
業
の
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
福
生
で

は
11
月
11
日
に
、
市
内
の
２
つ
の
酒
蔵
を
舞
台

に
し
て
伝
統
・
文
化
・
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
飲

食
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
福
生
蔵
開
き
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
や
自
治
体
ご
と
の
事
情
、

ま
た
、
地
域
資
源
を
生
か
し
て
よ
り
魅
力
あ
ふ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
す
べ
く
、
伝
統
を
繋
ぎ
な
が

ら
も
、
形
を
変
え
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

西多摩の祭り 一覧表

　「
祭
り
」
と
は
本
来
「
神
を
ま
つ
る
」
こ
と
を

意
味
す
る
神
事
の
祭
礼
を
指
し
、
神
社
や
寺
院

を
中
心
と
す
る
宗
教
的
、
伝
統
的
行
為
で
す
。

現
在
の
地
鎮
祭
や
祈
願
祭
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た

り
、
一
般
的
に
、
伝
統
や
秩
序
を
守
る
こ
と
が

重
ん
じ
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
戦
後
、
経
済
復

興
や
地
域
お
こ
し
等
を
目
的
と
し
た
世
俗
的
行

事
と
し
て
の
「
祭
り
」
が
登
場
し
ま
し
た
。
こ

の
祭
り
に
お
い
て
主
催
者
が
意
識
す
る
の
は
神

で
は
な
く
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
集
ま
っ
た
客
＝
市

民
で
す
。
客
＝
市
民
が
イ
ベ
ン
ト
に
満
足
し
た

か
ど
う
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
前
者
の
祭
り
は
宗
教
的
な
側
面
が
あ
る
た
め
、

政
教
分
離
の
原
則
か
ら
、
国
や
自
治
体
か
ら
の

補
助
金
等
を
得
に
く
い
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま

す
。
逆
に
後
者
の
祭
り
は
、
自
治
体
が
主
催
し

て
い
る
も
の
も
多
く
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め

に
と
支
援
を
受
け
や
す
い
で
す
。
前
述
の
青
梅

大
祭
は
前
者
、
福
生
七
夕
ま
つ
り
は
後
者
に
あ

た
り
ま
す
。
青
梅
大
祭
に
お
い
て
は
、
伝
統
を

守
り
な
が
ら
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
、
支
援
の

仕
組
み
を
工
夫
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
福
生

七
夕
ま
つ
り
に
お
い
て
は
、
客
＝
市
民
の
満
足

度
を
上
げ
る
た
め
、
開
催
時
期
や
内
容
を
改
良

し
て
形
を
変
え
な
が
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

青梅大祭

福生七夕まつり

神
事
の
祭
礼
と

地
域
振
興
の
た
め
の
祭
り

　
約
５
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
伝

統
の「
青
梅
大
祭
」が
５
月
２
日
と

３
日
、青
梅
駅
周
辺
の
旧
青
梅
街
道

な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
３
年
連
続
の
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
、「
待
ち
に
待
っ
た
」

４
年
ぶ
り
の
開
催
。２
日
間
の
来
場

者
は
約
25
万
人
で
、過
去
最
多
の
人

出
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、３
年
の
ブ
ラ
ン

ク
は
大
き
く
、例
年
通
り
に
斎
行
す

る
難
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。ス
ポ
ン

サ
ー
離
れ
や
感
染
症
対
策
の
た
め
の

追
加
費
用
、人
件
費
の
上
昇
な
ど
、運

営
資
金
も
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、青
梅
の
伝
統
文
化
を

次
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
、そ
し

て
、祭
り
を
応
援
し
て
く
れ
る
人
た

ち
と
の
繋
が
り
を
つ
く
る
た
め
、初

め
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

挑
戦
。目
標
額
の
1
0
0
万
円
を
大

き
く
超
え
、2
0
0
万
円
以
上
の
資

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、来
場
者

の
秩
序
あ
る
行
動
に
よ
り
、事
故
や

事
件
も
起
こ
ら
ず
、無
事
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

・1日 「元旦祭・初詣」(各地)　・上旬 「だるま市」(各地)　

・3日 「節分祭」(各地)

・上旬の日曜日 「吉野梅郷梅まつり」(青梅)　・下旬～4月上旬 「桜まつり」(各地)　

・上旬～下旬 「チューリップまつり」(羽村)

・2日、3日 「青梅大祭」(青梅）　・8日 「武蔵御嶽神社・日の出祭り」(青梅)　・下旬 「横田基地友好祭」(福生)　

・上旬 「福生七夕まつり」(福生)

・上旬 「青梅納涼花火大会」(青梅)　・上旬 「あきる野夏祭り」(あきる野)　・下旬 「ヨルイチ」(あきる野)　

・9日 「二宮神社秋季例大祭」(あきる野)　・中旬の土、日曜日 「正一位岩走神社例大祭」(あきる野)　・28日～30日  「阿伎留神社例大祭」(あきる野)　

・10月～11月 「青梅産業観光まつり」(青梅)

・4日、5日 「はむら市民と産業のまつり」(羽村)　・11日 「福生蔵開き」(福生)　・中旬 「あきる野市産業祭」(あきる野)

今
年
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
祭
り
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梅
大
祭
に
お
い
て
は
、
伝
統
を

守
り
な
が
ら
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
、
支
援
の

仕
組
み
を
工
夫
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
福
生

七
夕
ま
つ
り
に
お
い
て
は
、
客
＝
市
民
の
満
足

度
を
上
げ
る
た
め
、
開
催
時
期
や
内
容
を
改
良

し
て
形
を
変
え
な
が
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

青梅大祭

福生七夕まつり

神
事
の
祭
礼
と

地
域
振
興
の
た
め
の
祭
り

　
約
５
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
伝

統
の「
青
梅
大
祭
」が
５
月
２
日
と

３
日
、青
梅
駅
周
辺
の
旧
青
梅
街
道

な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
３
年
連
続
の
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
、「
待
ち
に
待
っ
た
」

４
年
ぶ
り
の
開
催
。２
日
間
の
来
場

者
は
約
25
万
人
で
、過
去
最
多
の
人

出
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、３
年
の
ブ
ラ
ン

ク
は
大
き
く
、例
年
通
り
に
斎
行
す

る
難
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。ス
ポ
ン

サ
ー
離
れ
や
感
染
症
対
策
の
た
め
の

追
加
費
用
、人
件
費
の
上
昇
な
ど
、運

営
資
金
も
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、青
梅
の
伝
統
文
化
を

次
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
、そ
し

て
、祭
り
を
応
援
し
て
く
れ
る
人
た

ち
と
の
繋
が
り
を
つ
く
る
た
め
、初

め
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

挑
戦
。目
標
額
の
1
0
0
万
円
を
大

き
く
超
え
、2
0
0
万
円
以
上
の
資

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、来
場
者

の
秩
序
あ
る
行
動
に
よ
り
、事
故
や

事
件
も
起
こ
ら
ず
、無
事
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

・1日 「元旦祭・初詣」(各地)　・上旬 「だるま市」(各地)　

・3日 「節分祭」(各地)

・上旬の日曜日 「吉野梅郷梅まつり」(青梅)　・下旬～4月上旬 「桜まつり」(各地)　

・上旬～下旬 「チューリップまつり」(羽村)

・2日、3日 「青梅大祭」(青梅）　・8日 「武蔵御嶽神社・日の出祭り」(青梅)　・下旬 「横田基地友好祭」(福生)　

・上旬 「福生七夕まつり」(福生)

・上旬 「青梅納涼花火大会」(青梅)　・上旬 「あきる野夏祭り」(あきる野)　・下旬 「ヨルイチ」(あきる野)　

・9日 「二宮神社秋季例大祭」(あきる野)　・中旬の土、日曜日 「正一位岩走神社例大祭」(あきる野)　・28日～30日  「阿伎留神社例大祭」(あきる野)　

・10月～11月 「青梅産業観光まつり」(青梅)

・4日、5日 「はむら市民と産業のまつり」(羽村)　・11日 「福生蔵開き」(福生)　・中旬 「あきる野市産業祭」(あきる野)

今
年
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
祭
り

17  KODAMA
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青梅法人会　新入会員のご紹介 ( 令和５年４月〜８月 )　

所属支部名 事業所名 代表者名 業 種

青梅東部支部

COLORS ㈱ 杉本　裕樹 福祉業
H&J ㈱ 賀　  培杰 化粧品等製造販売
㈱ dwell 梅村　眞吾 リフォーム業
ファレノクリスタル長沢 長澤　陽祐 胡蝶蘭の生産販売
大樹生命保険㈱青梅第二営業部 上園　太輝 保険業
㈱東昇 孟　思彤 サービス業

青梅南部支部
クララ 池   亜理紗 占い相談
㈱ ODT 小田  　学 塗装工事業
㈲北島不動産 北島　  茂 不動産賃貸

福生支部

㈱ケイスリー 青木　弘幸 自動車販売修理
㈱みのりかわ 御法川　尚 工具等販売
㈱ディ・アンド・アイ 朴　 善用 土木工事業
片岡行政書士事務所 片岡　節子 行政書士業務

羽村東支部 にしたま司法書士事務所 髙橋　良太 司法書士業務

羽村西支部

安部　隆宏 安部　隆宏 サッシ工事
Bar　梅鳳 山﨑　優香 飲食店
㈱ TKGroup 斉藤　一樹 サービス業
㈱西武住販 根岸　美雪 建設・不動産業
Re: 村上　千英 飲食業

瑞穂第二支部 ㈱ホレスト 林　 利浩 運送業
㈱ KS 精機 葛西　正和 機械加工

秋川支部

すみやき家　串陣 牛浜店 佐藤 　  昴 飲食店
㈱アビル 石川　雄三 建設関連業
㈱ホットアーツ 中村　文典 建設関連業
㈱斉藤総業 斉藤　和希 解体業
ハンコ卸売センター八王子店 木田　翔吾 印鑑・印刷・販売

五日市支部 浦野建築 浦野　雄樹 木造建築
㈱井上店 井上　佳洋 燃料小売・林業

日の出支部 多摩 kollect 法律事務所 永戸    　考 法律事務所
OMUSUBIYA らんか 清水　るみ お弁当・定食屋

平　日：午前 11 時～午後２時 50 分（LO）
　　　　午後５時 30 分～７時 50 分（LO）　
土日祝：午前 11 時～午後３時 30 分（LO）
　　　　午後５時～７時 50 分（LO）
定休日：火曜日　

〒197-0814　
東京都あきる野市二宮 608　
℡042・559・7081
最寄り駅　
JR 五日市線「東秋留駅」
北口から徒歩約 10 分

　

【そば処 花がき　店舗情報】

地
元
の

お
す
す
め 

飲
食
店

〜
法
人
会
推
薦
〜

　二
代
目
店
主
の
市
川
大
五
さ
ん（
48
）と
、

そ
ば
職
人
を
目
指
し
昨
秋
か
ら
同
店
に
正

式
に
就
職
し
た
市
之
瀬
隼
人
さ
ん
（
23
）。

市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
人
気
店

を
、
二
代
目
店
主
と
若
手
の
力
で
支
え
て

い
ま
す
。

先
代
の
味
受
け
継
ぎ
創
業
40
周
年

　
秋
川
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
と
都
立
秋
留

台
公
園
の
間
、
五
日
市
街
道
沿
い
に
あ
る
同
店

は
、
1
9
8
3
（
昭
和
58
）
年
に
先
代
の
故
・

花
垣
秀
幸
さ
ん
が
開
業
。
多
く
の
人
に
愛
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
新
車
・
中
古
車
販
売
店
で
整
備
士
を
10
年
経

験
し
、
大
工
と
し
て
木
造
の
基
礎
を
10
年
担
っ

て
き
た
市
川
さ
ん
は
、
義
父
で
あ
る
先
代
の
引

退
宣
言
を
き
っ
か
け
に
、
ま
っ
た
く
の
未
経
験

だ
っ
た
そ
ば
職
人
の
道
に
入
る
こ
と
を
決
心
。

「
や
れ
る
だ
け
や
っ
て
み
よ
う
」
と
、
先
代
の
メ

ニ
ュ
ー
と
味
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
ア
レ
ン
ジ

を
加
え
て
い
ま
す
。
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
天
つ
き

そ
ば
（
税
込
１
６
５
０
円
）
は
、
主
に
北
海
道

幌
加
内
（
ほ
ろ
か
な
い
）
産
の
そ
ば
粉
を
使
っ

た
手
打
ち
そ
ば
と
、
地
元
産
を
中
心
に
し
た
７

種
類
の
野
菜
天
ぷ
ら
に
大
エ
ビ
１
本
が
つ
い
た
、

味
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
満
足
の
逸
品
で
す
。

店
を
継
ぐ
若
手
の
育
成
へ

　「
店
を
次
世
代
へ
繋
げ
る
た
め
、
今
は
若
手
の

育
成
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
」
と
話

す
市
川
さ
ん
。
同

店
で
高
校
生
時
代

か
ら
約
７
年
間
働

い
て
い
た
市
之
瀬

さ
ん
は
、「
そ
ば

職
人
を
目
指
し
た

い
」
と
昨
年
９
月

か
ら
従
業
員
と
し

て
入
社
し
ま
し

た
。
栄
養
士
と
調

理
師
の
資
格
を
と

り
、
店
主
の
市
川
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
店
を
支

え
て
い
ま
す
。

　
今
年
５
月
に
は
、
市
之
瀬
さ
ん
が
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
て
開
発
し
た
新
商
品
「
手
づ
く
り

プ
リ
ン
」（
税
込
4
0
0
円
、
一
日
10
個
限
定
）

が
メ
ニ
ュ
ー
に
登
場
。
あ
き
る
野
市
内
の
浅
野

養
鶏
場
の
卵
を
使
っ
た
な
め
ら
か
で
コ
ク
の
あ

る
プ
リ
ン
に
、
コ
ー
ヒ
ー
の
風
味
が
香
る
特
製

ク
リ
ー
ム
と
そ
ば
か
り
ん
と
う
を
あ
し
ら
っ
た

人
気
商
品
で
す
。
市
之
瀬
さ
ん
は
「
花
が
き
と

い
う
店
の
居
心
地
の
よ
さ
、
店
の
人
や
お
客
さ

ま
の
あ
た
た
か
さ
に
惹
か
れ
、
こ
の
お
店
で
働

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
語

り
ま
す
。

法
人
会
が
、
お
す
す
め
の
店
舗
や
食
の
情
報

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
あ
き
る
野
市
二
宮
の
「
そ
ば
処
　

花
が
き
」
を
紹
介
し
ま
す
。

市川店主（右）とそば職人を目指す市之瀬さん

国産のそば粉を使った手打ちそばを提供

看板メニューの天つきそば
市
之
瀬
さ
ん
が
半
年
か
け
て

開
発
し
た
手
づ
く
り
プ
リ
ン

三部会合同事業 菅生高校吹奏楽部演奏会
青梅第一支部・西部合同バス旅行
女性部会 日帰りバス旅行
賀詞交歓会
西多摩ふれあい講演会

2023/10/09
2023/10/26
2023/10/27
2024/01/09
2024/2 ～ 3 月開催予定

法人会事業 INFORMATION 今後の活動予定（詳細は HP をご覧ください）

オンライン　年末調整・法定調書講座
オンライン　給与計算講座
決算法人説明会
改正育児休業法研修会
ビジネス交流会
インボイス制度説明会
新設法人説明会
源泉部会年末調整説明会

2023/11/09～11/22
2024/02/01～2/21
2023/10/04・11/20・2024/02/06・03/19
2023/10/6
2023/10/19
2023/10/23・11/24・12/20
2023/11/01・2024/01/16・03/22
2023/11/06

イ
ベ
ン
ト

研
修
・
説
明
会

編
集
後
記

役員改選に伴い広報委員長を仰せつかりました田中です。
本来、広報の目的は社内や社外へ情報を発信し、企業価値
の向上や企業の認知度を上げることだそうです。この目的
達成のために何ができるか委員会メンバーとアイデアを出
し合い、新しい活動につなげていきたいと思います。皆様
からのご意見ご希望などお聞かせいただければ幸いです。
委員会メンバーともどもどうぞよろしくお願い申し上げます。

（広報委員長　田中英一郎）8.28 開催の第２回 広報委員会にて
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平　日：午前 11 時～午後２時 50 分（LO）
　　　　午後５時 30 分～７時 50 分（LO）　
土日祝：午前 11 時～午後３時 30 分（LO）
　　　　午後５時～７時 50 分（LO）
定休日：火曜日　
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北口から徒歩約 10 分
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